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【 近 畿 支 部 活 動 報 告 】

近 畿 支 部 で は 多 職 種 で の 研 鑽 を 目 的 と し て 、 毎 年 2 月 に 年 次 大 会 、 夏 と

冬 の 年 2 回 教 育 セ ミ ナ ー を 開 催 し て い ま す 。 新 型 コ ロ ナ 流 行 中 は Web 開 催

等 も あ り ま し た が 、 現 在 は 対 面 で の 開 催 と な り 、 今 後 も 現 場 で 死 の 臨 床 に

関 わ る 方 々 の 学 び と な る 企 画 を 続 け て い き た い と 思 い ま す 。

【 近 畿 支 部 年 次 大 会 と 教 育 セ ミ ナ ー 】

2024 年 2 月 18 日 ( 日 ) に 第 30 回 近 畿 支 部 年 次 大 会 を 和 歌 山 城 ホ ー ル に て 、

大 会 長 を 廣 岡 真 治 先 生 と 森 崎 雅 好 先 生 に お 願 い し 、 『 死 の 臨 床 に 携 わ る 専

門 職 と し て の 自 分 に 優 し く 接 す る た め に ～ マ イ ン ド フ ル ネ ス と セ ル フ ・

コ ン パ ッ シ ョ ン の 視 点 か ら ～ 』 を 大 会 テ ー マ と し 、 上 越 教 育 大 学 大 学 院 学

校 教 育 研 究 科 の 大 宮 宗 一 郎 先 生 を お 招 き し 、 朝 か ら 夕 方 ま で 講 義 と ワ ー ク

の プ ロ グ ラ ム を 実 施 頂 き ま し た 。 参 加 者 か ら は 多 く の 学 び や 気 づ き が あ っ

た と 好 評 の 声 を 頂 き ま し た 。

前 日 の 2 月 17 日 ( 土 ) は 高 野 山 大 学 の 森 崎 雅 好 先 生 に 『「 落 ち 着 く 」 心

と 姿 勢 － 自 体 の 実 感 と 実 観 － 』 を 夏 期 と 同 じ く 和 歌 山 県 立 医 科 大 学 薬 学

部 に て 行 い 、 こ ち ら も 参 加 者 に 好 評 を 頂 き ま し た 。

次 回 の 第 31 回 近 畿 支 部 年 次 大 会 は 大 阪 （ 東 大 阪 市 ） に て 開 催 致 し ま す 。

日 程 ： 2025 年 2 月 2 日 日 曜 日

会 場 ： 東 大 阪 市 文 化 創 造 館

大 会 テ ー マ ： コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

大 会 長 ： 川 邉 正 和 （ か わ べ ク リ ニ ッ ク 医 師 ）

     山 本 直 美 （ 若 草 第 一 病 院 看 護 師 ）

皆 様 の 御 参 加 を お 待 ち し て お り ま す 。

【 近 畿 支 部 入 会 の 御 案 内 】

近 畿 支 部 で は 随 時 新 規 会 員 を 受 け 付 け て い ま す 。 入 会 ご 希 望 の 方 は 下 記

事 務 局 ま で メ ー ル も し く は FAX に て お 申 込 み く だ さ い 。 申 し 込 み に つ い て

事 務 局 か ら 返 信 さ せ て 頂 き ま す 。

【 近 畿 支 部 事 務 局 】

〒 532-0004

大 阪 市 淀 川 区 西 宮 原 1-8-24 新 大 阪 第 3 ド イ ビ ル 3 階

大 阪 北 ホ ー ム ケ ア ク リ ニ ッ ク 内

E-mail:shiro-okhc@healthcarenet.jp

FAX:06-6350-0468

担 当 ： 白 山 、 森 田 、 山 内


